
問題 1

(1)

(2)

赤色花を現す遺伝子を R、 自色花を現す遺伝子を rとすると、Flではすべ

て Rrで桃色花、F2世代では RR:Rr:rrが 1:2:1と なる。
したがって、赤色花 :桃色花 :白色花の個体数割合は 1:2:1と なる。

〃ヒ色花に赤色花を交配したときの雑種第一代 (Fl)は赤色花と桃色花が
1:1の割合となり、桃色花に自色花を交配したときの雑種第一代 (Fl)
は桃色花と白色花が1:1の割合となる。

世代を重ねるにつれて桃色花の割合は 0に近づく。
理由 :

赤色花と白色花は、それぞれで自家受精をする限りその子孫で花色

は変化せず、赤色、自色のままである。

桃色花の個体が自家受精 した場合、その雑種第 1代では桃色花個体
の分離比が 50%と なる。その次世代では、50%× 50%=25%と なる。
このことを繰 り返すことにより、桃色花の割合はゼロに近づいてゆく。

(3)



問題 2

(1)

(2) DNAはデオキシリボヌクレオチドが連結してできた化合物である。
デオキシリボヌクレオチドは、デオキシリボース (糖)に リン酸と塩
基 (4種類ある)が結合したものである。そして、糖とリン酸が結合し
てらせん状の鎖を作り、その鎖が 2本互いにゆるやかにねじれて二重
らせん構造をしている。二重らせん構造の中では、互いに向き合う塩

基のアデニンとチミン、グアニンとシトシンが対になって結合してい

る。これら対になる塩基の組み合わせは決まつており、相補的塩基対

と呼ばれている。

組織培養とは、多細胞生物の組織から一部を取り出し、生育に必要な栄

養分を与えて、無菌的に生かしておく技術のこと。繁殖の難しい観賞用
のランや希少植物の増殖、農作物の品種改良などに用いられている。

(3)
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問題 3

ア 48 イ 62

ウ 16 エ 186

オ 標識再捕法 カ ラテン
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問題 1

(1)

(2)

(3)

デンプンやセルロースの加水分解反応の結果生じるグルコースはその

アルデヒド基に由来する還元性を持つている。この特性を利用して検出

するのがフェーリング反応と銀鏡反応である。フェーリング反応では二

価の銅イオン (硫酸銅)が還元されて Cu20が沈殿として析出する。銀
鏡反応では銀イオンが還元されて銀の析出が見られる。
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問題 2

(1)

(2)

(3)

イ法 (ハーバー・ボッシュ法)では l molの窒素から 2 molの アンモニア
が生成する。一方、工法 (オス トワル ト法)の 3つの反応式を 1つにまとめ
ると、

NH3+202 → HN03+H20
となり、l mOlの アンモニアから l mOlの ウ、すなわち硝酸が生成すること
がわかる。よつて、l molの窒素からは 2 molの硝酸が生成する。
HN03(ウ 、硝酸)の分子量は、1(H)+14(D+3× 16(03)=1+14+48=63で ある。
よつて、63× 2 mol=126gの ウ (硝酸)が生成する。

(4)

(イ )法 N2+3H2 2NH3

(工)法

4NH3+502→
2NO+02
3N02+H20~→

4NO+6H20
→ 2N02
2HN03+NO

反 応 の ユ則 後 で 自 身 は 変 化 し な が 反 応 を 促

進 す る は た ら き を も つ 物 質



問題 1

(1)

(2)

″=103 kg、 g=10コゴs2、 ヵ=1.Omであるから、
位置エネルギー ″=″gあ =lo3× 10× 1.0〓 104と なる

答え :104J

1秒間における電力 P=104× 0.5J/s

l時間 〓3600sであるから、

1時間の電力量 ″=104× 0.5× 3600=1.8× 107と なる

答え :1.8× 107J

(3)

″ =100 kg=105g、 c=4。 2y(gOK)、 水の温度上昇を△r[K]と すると

熱t量 2=″
`△
r=105× 4.2× Δr=4.2× 105 Δ r

この熱量が、(2)の電力量 1.8× 107Jと 等 しくなるから

4.2× 105△ r=1.8× 107

Δr〓 42.8… 。

よって、△T=43K(43℃の温度上昇 )
元の水温が 20℃であるから 63℃ となる

答え :63℃



問題 2

(1) πlg sln α

(2) 求める速さをνlとする。

:η
ιメイ =m」 ヵ ょ つ て υ■ =拓

質点 1は斜面上を等カロ速度運動する。その加速度をα、求める時間を′とす

ると、

αι=ν. よつて (g Sin α)・ι=√瓦両  したがつて、ι=V2Jれ

右向きの速度を正とし、υl、 νうはそれぞれ質点 1と質点 2の衝突後の速さ
とする。このとき運動量保存の法則より

m.ν.=m.υl十 m2νう ～①
また、弾性衝突したことから、

1〓 _νl―
υ; ょって、υ.=―νl+ν, ～②

式①②より

4〓 檻 厩

π=枇緬

求める高さをた2とすると、

:πり
υダ=ηι2θた2   ヒ/'ヒが {)‐て た2=λ
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